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はじめに

　戦後教育は，「長生主義」を高らかに議い，踏震

性を持った戦蕪の学校麟渡は，よ塗機会均等なも

のへと改革された．これらの新しい調度を背景に

して，馨畏の学校への懇待は，どのように変容し，

あるいはどのように変わらなかったのか。

　戦後教官改革蟻における蛋民の学校観を明らか

にしたいと考えている。そのために，被占領類

（i蟹5～欝§2）の帝蟹議会，蟹会の講顯委員会，

建議委轟会の議事録の分析を行う。

　議事録を取讐上げるのは，「行政史的な次元だけ

ではなく，それに対議1もしくは鰐癒，あるいは1績

麻しつつ，自らの教育要求をつきつけてきた社会

の灘から（教育史を〉捉えようとし，さらに，そ

の教育要求を致治的に集約，繰介し，それを国家

につなぐ機能を果たすものJ（本霞幸彦蓼帝馨議会

と教育政策醤lll頁／として，議会を考えるからで

ある。

　ここでは，数戦直後から6・3舗成立難までの

第麗，認，8§，鱒，蟹，§2繧帝蟹議会の講纐委員

会議録を薫な難象として分籍する。

i　敗戦薩後の教育政策と米国教育使

節痩報告書

　まず窮めに，文部省の教育政策にみる学校観を

櫨試する。

　「藤一教育改革要綱（案ぬ樗（i琵i2縫i〉は，

「新タナル縛代ノ性格卜之二墓ク要請二郎応」す

ることを「趣旨」とした「学校ノ程度，種類，修

業年限，教科二関スル画一性ヲ破棄ス」等，戦前

教育における銀建的形式主義や教育1こ僻する国家

的統憲彗の「再検…謹盛を内容としている。

　しかし，「再験討」でしかないこの案は，戦前教

育運念の上にあ彗，学校体系については震及する

ことのない，異体牲に乏しいものであった。

　「女子教官麟新要綱」鱒（盤耀嘆嚢醒議諒解〉

では，高等教育の女子への解放として，女子大学

の設置や大学の男女共学を，また，女子中等教奮

のレベルを男子重みにすることがいわれている。

　しかし，中等教育における男女共学が欠落して

お13，戦後教育酸革のス蒙一ガンのひとつである

「男女隠二紗ケル教育ノ機会均等ユは，不完全な

ものとなっている。

　以上のように，i§蕊年の墾得から盤月にかけて，

文部省が作成した独自の教育改革プランは，新し

い蒔代の教畜を認識する文部省耀の力量を示すと

ともに，戦講の思想をベースとした力量の銀翼，

改革構想の不完全さをもあらわすものである。つ

まむ，文藻省は戦蕪の学鮫鶲を変えられずにいる

ということができる。

　こういつた状態は欝鎗年になっても変わらな

い。同様の観点から，その後の文部省の力量とそ

の鞍界を示すものとして，学校教育局の青少無教

育課で作成した「青年學校教育舗獲麟新要額ゴ傷

を検討する。

　青年攣校教育鱗簑新要額」の賢頭は次のようで

ある。（引霧中の〔1は醜陰，　は撫筆である。／

　終戦後ノ新事態二鑑ミ睡罠ノ教育文化ノ薩上ヲ

　難シ勤勢畜少隼二墾シ國蔑的基礎教蕎ノ土二更

　二公民トシテノ教育水準ヲ蕩ムルト共二職業二

　鰻スル教育ヲ施シ眞二新産業入トシテ文化嚢本

　建設ノ基盤タルベキ使命ヲ達成セシメンが為麗

　行青隼學鞍壷二國蔑學校高等科ノ教育麟度ヲ麟

　新教善シ左誌要領二蟹夢新二〔公艮！責務中華

　校（仮稼／麟穫を麟定シテ勤讐青少年教官態勢

　ヲ強化確立セントス

　「勤拳拳青少隼教育態勢ヲ弓蚤イヒ確立ゴすること力婁

靉靆｝であることからもわかるように，霞本餐彗教育

委員会の輻告や米蟹教育縫籔毯報告書のような単

線型体系は考慮されることがない。したがって．
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すべての青少年に疑等の中等教育を保鐘するもの

ではなかった。

　のみむらず，医長学校高等科と青葬学校の改総

にとどまる改革案であった。そのことは，教蕎方

舞や教科課程等の文面からうかがえる。

一、教育方鋭

／公民1責務中學校ハ國幾基礎教育、L雛綾シテ

國疑教奢完成ヲ響途トシ職業生活，鮭会生活，

纏濟生活二須要ナノレ職能ヲ修得セシメ以テ公戻

タル資質ヲ育成スルヲ還的トスルコト

な馨寺霞割である。　しかも就労1こついての醗癒隷，

雇講者に鰐する就学させる義務，就学奨励費の交

付のみである。

瞬教科課程ハ都市・農漁村等地方ノ實燐，生捷

ノ境遇二依サ適当欝課程ト時数トヲ選ビ教官シ

以テ教育効果ヲ撃グルト共二就學ヲ容易ナシラ

ムノレが凌嚢ク弾力性ヲ持タシムノレコト

　無麗な教科課程を地壌の実驚や生経の境遇1こ敏

る弾力化で対応しようとするものである。

　本科3奪の男女共義塾舗であ彗，大多数の露民

教育の完成という点で，「職業及実際生活二須要ナ

ノレ美嚢識技能ヲ授ケ以テ園長タノレノ資質1ヲ海上セシ

ムルヲ目的トス」という青奪学校の霞的を存続す

るものと考えられる。

七、其ノ鞄

韓省略

麟公渓責務中學校ノ欝究科本科在学者の中等学

校修了者ハ課程ノ定ムル娯二鉄琴奪懇學較二入

學ヲ〔一一字不勢顯得ル資格ヲ購爽スルコト

二、課程

韓～韓省略

瞬教科ハ公民科，職業科，普通學科，理秘

／保健｝体育科，藝能科及家庭科（女子／トシ

生活ト遊離セザル全一統合ノ教育ヲナスコト

　これは，蟹蔑学校と春年学校の教科を緩み替え

たものにすぎない。

八、経過的捲鐙

韓～｛購省酪

韓公昆責務中學校ノ校舎，設備施設等ハ國畏學

校高等科豊二青葎學校ノ校舎，設簿施設等又ハ

延会教畜施設，産業施設等ヲ　充當スルノ措置

ヲ講ズルコト

　設備の上からも，縫会教育施設や産業施設を校

舎軽しようとしていることから，青黛学校の継承

であるといえる。

　興味深い点は授業時数についてである。

二、課程

幡教科課程ハ各學無二付一ケ無一〇五〇鋳以上

トスルコト

　これは，全蒙舗でなければこなせない、教畜水

準向ま二の意磨はうかがえるが，勤労春隼には無i建

　藩究科修了者は奪醒学校への入学資格を得るこ

とができ，進学機会を増やすことになるが，大学

へは進学できない。教科内容からもおそらく無運

であろう。教育の機会均等を徹底し，高等教育を

すべての青隼に闘敏しようとする意識からは程遠

いものがある。

　このように，嚢本郷教育委員会鞍告書や米遜教

育使簾霧報告書が鐸威された後であるにもかかわ

らず，文部省の政策慧，一貫して戦繭の学校譲度

への存続を主鰻としており，改革への消極的姿勢

が晃られるものである。露一打破や機会均等を董

曝しながら，その鍍草案が讃態稜然としているの

は，と肇もなおさずその糧幹にある学校観が不変

であることを示すものである。

　文藻省改革案と璽照をなすものとして，次に，

ig総年3得に｛乍威された米獲教育｛吏簸毯i嬢告書を

綾離する。

　「i．讐本の教育の目的及び内容」のなかで，

報告霧は，被支醗考とエサートとを区離した教育

を窪g轡1紀的パターンに基づく」ものと否定して

いるα

　人々の譲渡することグ）できない普遍的な権利

はラ主として教育の課程を通じて守護される。

学校は人々の諸経験を補足し豊かにするために

設けられる。膳人が一生を通じて最善の嚢ヨを

鹸進的に達成するような結果をもたらす教育こ
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そが，もっとも望ましい。緯

　鰻人の権科としての教奮，経験を豊かにするた

めに設けられる学校といった考え方を霧示する発

想は，雇本禦1にはみられなかった学校観である。

　喪主主義の下に麺1人の懸繧｛を尊重し，その能力

を最大罎に撰き議すことを教育の§的とした米馨

教育硬爺毯報告婁は，稗学的結締を損なう試験第

一主義を幾利し，教育の機会均等に基づいた単一一

の学校体系を示験している。

　以上みられるように，釆蟹教官使簾懇報告書は，

聡敏的で平等な改革案を示していた。それは，耀

．入を尊重する精神に摂ざした新しい学校観から生

まれたものであったと思われる。

　次にig4暮舞三2籍7羅に設露された霞本｛難教育委

員会の鞭告書を験試する。馨本鰹教育委員会慧，

米蟹教奢使籔毯報告書に多くの影響を与えたとい

われている。

　蒙本翻教育委員会の輻告書は，学校体系が，騒

戻学校擁等科終了後に3つの種類に分けられてい

る点をと1ラあげ，これら各系統が互いに麺の系統

への連絡を欠いていることから，「この譲痩は覆民

生桑壽｛7躍蓉繕費二を霞｝長ずるに隷有益であるが，書髭力

に応じた進学や生活向上のために均等の機会を与

えるには不稗益な叢彗度である。」と半彗藪し，第一案

として，単…の6・3・3・淫の学絞体系を提案

している。踏縷姓の捲摘は，米国教育綾籔毯鞭告

書と譲窪雪を同じくするものである。

　このような差幾的な学校棒系に対する幾辛彗は戦

麟からあ弓，教育酸革講志会などで，6・3樫の

学校体系を提案していたが，蒙本灘教育委員会の

提案する学校体系は，馨畏学校高等科・青隼学校

の系統をも含む，完全な単線化であ陰，上級中学

校卒業者は誰もが大学への入学資格を持つ縫放的

な麟度であった。

　しかも，すべての青少隼1こ中等普通教育を保絶

しようとする改革であ参，青年学校によって，分

購麟ではあるが，来騒教育硬籔懇輯善書にはない，

後難中等教育の義務化をも示験するものとなって

いる。

　また，「五、教育方法問題に間する意見」の中で

この鞍告書は次のように善っている。

教舗の教育活嚢を方向づけるもの｝一つとし

て，学校に就ての考へ方がある。素よ診学校は，

そこで教麟が教育する場であるけれども，それ

はた寸学校誕おいて教育するといふ意味と，学

季変によって教育を行はせしめるといふ意華表と

で，二つの異なった観念になる。繭者の学校観

にあっては，教麟の塵接活動一講義，説窮，等

が教育方法の主導毒こならなければならぬ。…申

羅各…腐して，そこにはそこの教育的方法が，所

講教授法の狭い意味で工夫せられ又いろいろ発

達もする。　しかし，教麟即ち大人の活動に擾擾

捲導せられるとき，児童欝身の生活は必ずしも

充分に発展しない。これに僻して，後者の考へ

方，即ち学校によって教育が行はれるとする学

校観にあっては学校はたず場所でなく，発童を

して自己学習活動を，活発に豊富に又纏縫的に

誘発せしめられ，充実せしめられるやうに施設

せられた，それ§身教育方法でなければならぬ

のである窃　｛5》

　つま謬，学較を毘童の活動の場と考える「学校

観」へ「霞式なる」それを「改蛋」しなければな

らないことを艱苦書1ま違べている。この新しい糞学

鮫鶲」は，短命に終わった大正白蜜主義教育の考

えを受け継ぐものであると思われる。

　また，教育方法上の緯書として教科課程の画一

と試験舗穫を問題としている点は，米霞教育使繁

藤報告書と購じである。

　馨本羅教育委員会の鞍告書は，権利として教育

を捉えることが鐵来ないところに学校観の鰻界が

みられる。けれども，後達する疑驚の教育改革案

の縁とんどが，複線型の中等教畜，職業教育の重

撹を主張していたことからも，積極的な教育の機

会均等や普通教育の一般化1こ，戦講から蓄積され

た馨本人｛選知識人の進歩的な認識．改革の力量が

うかがえるのである。

2　β本灘教育委員会報告書を生み窪

　した民闘の教育改革案

　第i章では，文藻省，米国教官硬難獲，馨本麟

教育委員会の教育改革案をそれぞれ稜記した。こ

の章では，対象を露本耀の知識人へ広げることに

する。そこで，馨本鍵教育委員会であった有賀三

二，芦醗嚢三に送ら蕊てきた纒人の教育酸草案，

いわゆる有賀文書，戸覆文書の申から，欝本鰹教

育委員会鞍告書に影響を与えたと思われる民間教

育改革案を中心に検討する。
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　雄蘂隼3月，有賀三二は，青年学校長牛出栄治

から，『学校教官調度改葦私見ノ鯨を受け取ってい

る。或いは，有賀が牛霞へ求めたものかもしれな

い。

　賢頭の「一．序護ゴのなかで，改革すべき問題

は次のように指摘されている。

馨本在来の教育舗度に診て最も大なる欠臨をな

してみたものは，勤労大衆青年教鷺の軽擾と，

資格主義露盤主義毒こ起面する，入学試験舗養の

遜疾である。

　軽携の鮭会的原獲として，葬民主主義的で特権

的封建的な学校セクト主義と学校橿互の横の関係

にある簿壁の存在をあげ，また，青年学校教育霧

体の漂霞として，独立校舎がなく自主的経営が園

難であったことをあげている。

　入学試験翻度については，次のようである．

簸る不自然極まる狭き縫門が籔次に萱って設け

られてみる為に，嚢本の学校教育1ま鍵一注入的

なものとなり生徒は自発活動の機会を美い，響

騒力を不必要とし，青年の精氣は盤く消磨せら

れてるる。

　学校教畜の懸一性が，入学試験麟度善こよるカサ

キュラム規鰯毒こ起馨することを捲擁した点は達見

である。瞬様の指摘は牛由から影響を受けたと思

われる蒙牽燧教官委貴会報告書にもみられる。

　このような問題意識に支えられた「二．改革の

方鋭盆は，次のようである。

　このように，大多数を占める勤労青隼と一蔀の

特権を季寺つ学校に通う春里葬との薩磐彗を無くすこと

にその中心がある。これは，文部省にみられるよ

うな特権学校温存の改革案とは対照的な姿勢であ

る。

　「三．教育革新体系舞雌にも醗らかだが，中等

学校までは完全な義務教育，そして，高等学校の

3葬聡は準義蕩教竃機関となっている。

　異体的にはヂ甦讐．改革の要莫」に次のよう垂こな

っている。

　←魑蔑の義諮教育を満六歳より満十五才迄の九

　ケ年とし，嚢1難麗の教畜は漂則として国費を以

　て行はれる。それ以、L満十八才迄の三ケ葬の教

　青は準義務講となし，緩罠の就学は各自の責務

　として奨励される。

　輔各…一

　鋤現行の國罠義務教育は露罠学校青奪学校に於

　て十三ケ隼が諜されてるる。新麟度は事蜜上の

　義務教育を十ニケ年として一年短縮する．身体

　の発達が頚著で，犯罪統計に診ても極蟻に上昇

　してみる麗の縛代を保護年令として取搬ふ事は

　極めて妥欝である．

　発童保護の立場から学校教育を泣罐づけている

のは注§される観点である。

麟現費の麟罠学校高等科・青年学校・中等学校

は総て発展的解消して新たなる三年舞の中等学

校とする。新中等学校は青年難蒲矯の一般基礎

教育の機髄で．全露罠に書簡三ケ奪義務譲を以

て行はれる。……牛酪

に激戦講本の遽！癒せる事構は，在来の1楽か一

筆者き学的学業青少年の学業の羅綾を著しく璽

難にしてみる。夫故学校1まその種類の嬉｛醸こ拘

らず或程度の生産活動を裸参入れねばならぬ。

斯1くて所講勤労青少奪との劃然たる区劃を織

し，蟹畏皆勤労の習性を学校に診て膏成する。

串酪…

鯵学校相互間に存在するセクト主義を打破し，

入学，進学を中心として帽互上下への有機的連

携交流をはか讐，縁一結梯の学校疹こ診てはその

学校種辱彗による卒業資賂の簡に差等を設けざる

こと。

　したがって，前難中等教育の統一しかも公費の

教育を目指した進歩的な改革：なのである。

麗の結果補筆学校卒業生は悉く上級学校に選及

出来るので，不自然な受験の為の課外指導は廃

され，擁等学校の教育は劃一漉入主義から解敦

されて，その方法は或はデスカッションメソッ

ドによ鯵，或はゼミナルによる等格段の進歩を

遂げ，箆童の体｛譲ま著しく向上する。

　次に中等學校の教育が劃難的紅横に菰充した

ため，園長の教養水準は略綬と高ま垂ラ，薯懸力

は増し買主的自由§奉建設の基盤は強震にな
る。
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鱗虚の鰯度実理の支離は事實上に診て存在しな

い。あらゆる縷雛を継て醗観学校の八ケ年1の義

務麟は賎に決定してみるので，書総通年鰯によ

る教官の逡長は｛董かに亙ケ隼に過ぎ嶽。このi隼

の農村に於ける労働力縁決して無規畠来ぬが，

運営の類簿によ嚢実施は獲難でないと農越　隼

学絞長は鞍告してみる。工場に於ては従来趨等

科鐵身者を直ちに労役に験せしむるよ雷）も，更

に工場に診てiケ隼闘の教育を施した方が優秀

なる熟練工を作る上に効果的であるとして，醗

にこの教育を実施してみるところが多かった。

　更に考憲されることは，嚢本の勤労僕給量か

ら見て，敗戦後の今雛その遠乗彗は裳然豫懇され，

厚生省に診ても労働最低隼令を引き上ることが

考巌されてるるといふ。

　先1こ述べた晃童保護と共に，労轡力の問題は重

要な観点である。

／⇒中等学校の卒業者は準義務として全員高等学

校に進級する。高等学校は第一部（在来の高等

学校／，第二部（在来の専門学校），第三部（姦

来の青庫学校上綴学年）3）3部に分れ，青無期

後蟻の教育が行はれる。

　蒙本灘教育委員会報告書には，準義務舗とは雛

示されていないものの，「上級中学校へ入学しない

者は総て青年学校に入学せしめること。」となって

お琴，戦後教育改革では，後鱗の中等教育までの

「準義務化」までが購想されていたのである。

　この「学校教育調度改革私見盛は，戦前からた

びたび開題とされてきた，教育による臨曝や教育

の藤一性の猿鍵と対策を窮らかにした点で，また，

晃童保護や労働力を考癒した広い視野を持つ上で

教育講容について触れられていない点や権溺意識

が薄い点はあるが，この時簸の改革案としては秀

逸のものである。

　このことは，瞬縛顛の懸人の教官改革案を綾訂

すると一塵墾彗確喜こなる。

　欝嚥庫2月，有賀三二は，奈都癖福知山薦青隼

学校長土井鴛次から書籍を受け取っている。

　その中には，懸人の学校体系改革案としては最

も早い時簸のものと思われる，「高等科を廃艦し，

擁等科から青隼学校へ，甕結せよノ弩が購封され

ている。叢簡文によると，これは亙9蕊年鷺鐸8醤

に「私達の声」として放送されたものとのことで

ある。

　ここで最も強く主張されているのは，蟹戻学校

高等科の廃止であり，またそれによる青年教奢の

一元でヒである。

　書簡は，「大衆青隼に教育の機会均等を与へよゴ

として青年学校修了の優秀者にも，大学進学の遵

を聞くことを述べている。しかし，中等教育は青

隼学校と中等学校に分けられてお瞬，青奪学校の

内容は，普通教畜よ参も職業教畜に重点が置かれ

ている。

　講じく奪賀三二宛の霧懸に瞬封されたものに，

京都癖青年学校校長会の欝妬葎互層3§警の「決

議盛｛饒と藝錘6隼2」馨5饗の「青葺三学校教琴響振興二

縫スル意見書」醗（京蔀癖青年学校校長会／があ

る。

　「決議」はケ紅玉．舗度改革二。醗スノレ件　 2．教

官内容麟新二鰻スル件　3．教員ノ資質海上，待

遇教書二鰻スル件魂．緩織運螢二購スル件5．

猫立統合二鰻スル件」の5項猛にわたっている。

　「i．羅綾改革二緊スル件ゴでは，青年学校の

名紘の改称や女子の義務講と程度の難き上げ，ま

た卒業者の進学就職を中等学校卒業餐と瞬等にす

ることを，「5．独立統合二購スル件」では，「名

實共に餐立ヲ強化スルコト」つま参，独立した校

舎の要求を主張しているが，中等教官は複線のま

まである。

　「青年学校教蕎振興二関スル意見書」も，i月

欝賛の「決議」と違いが冤られない。

これらの改革の主舞穣ま青年学校の存続にあ塗，存

続される青年学校教育の充実によるヂ改革」であっ

た。

　戸懇文霧の中に，雄蕊葬鴛月i霞こ新嚢奉教育

醗究調甕会の発表した「新饗奉教育建設二聡スル

意見」〔鱒がある。

教畜ノ機會均等二基キ，各学校ノ鎧戸ヲ開放シ，

教育舗石：ヲ拡張シテ，春少無ノ進希望ヲ講建セ

シメ，掌紋類型ノ多様化ヲ醗》，被教育者ノ懲

性ト環境トニ適合スル教育ヲ行ヒ，特二勤労青

少無ノ為ノ学校ヲ整備充実シ，更二学校卒業二

依ッテ付輿セラルベキ各種ノ特権ヲ廃生スル

等，買主童義的教育機構ヲ確立スルコトが緊要

デアルσ
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　「第9，学校講度」のなかでは，このように遠

べられているが，学校類型の多様化のみで，戦鋳

の学校が存続する形となっている。

　このように，「教奮の機会均等ゴは，戦灘の漿か

らいわれてきたことではあったが，すべての人に

中等普通教畜を舞穫的に保覆するという考え方

は，戦後もすぐには議て来ていないといえる。

　鷺薦奪珪得に戸欝貞三を委員長とした教曹翻痩

醗究委員会の答申麟が鐵されている。しかし，こ

の答寧では，小学校5隼，中学校3隼が義務舗と

なっているが，後難中等教育が複線璽の纒続であ

1り青年学校からは大学へ進学できないようになっ

ている。欝蓬6年唾罵を遜ぎると，§・3謝の義務

教育を主張する案がその主流となる。単線塗の学

校体系案も多くなる。しかし，教書内容は，実業

的なものに編彗，普通教蕎の解放の発想ではなか

・つたようである。

3　帝国議会請願の特徴と学校観

　これまで，文藻省，米露教育使簾懇，葭本継教

畜委員会とそれに影響を与えた生蜜栄治の改革案

等を検討してきた。

　この章では，それらの背離となった覆畏の教育

要求を帝蟹議会講顯より分極する。議会資料を硬

う遷蜜は「はじめ1為で遜べた選管である。もち

ろん，帝国議会の講顯の資料のみから蟹戻の教畜

要求を推し量ることは，教官要求という概念が太

き遺ぎることや講額にからむ致治的秘書の存在等

から，もとよ！）縷界があることである。しかし，

国艮の「主体的」な学校観の一蜥蚕をみる上で有

益な作業であると思われる。

　ここでは§・3舗成立難までの，第総，鱒，鱒，

蟹，92穰帝露議会衆議院請顯委員会議録と第総，

％，毅蕎帝国議会貴族院講顯委員会議事速記録を

対象としている。請顯の件数，主体，項藝，地域

についての量分析は鼕鼕表のとお讐である。

　なお，かかげた罎付は講纐の｛寸託嚢を，不墾の

場合は採採欝を採濁した。

　／磐第86～8§騒帝霞議会

　まず，この蒔獺の講額件数は，穽常に少ない。

第86織留霞議会は量族親建件，衆議銑3§件グ）計鱒

件，第87響，第88穰は壷毅銑，衆議院ともに馨件

で，第89露では貴族銑奪件，衆議號欝件の計i3件

湧§葎3鐸

である。講じ人1梅が複数の講顯を墨していること

も多い。

　また項目警彗件数をみるとドその飽」が多も㌔こ

こには，第86癬帝国議会貴族院講顯委員会文霧表

第鐙骨紅大東盤建設ノ肇業二購スル史料繍集濃霧

ノ設置ノ件」（欝薦隼3月22馨採択／や第懸鐸衆議

院第2葬撃縫鞍獲金二驕スル講顯」（i§艇庫捻月26

霞付託，臨業・蓉遜幸次鄭，紹介議員藪棄幸太躯／

等，直接「学校」に闘わらないと懸われるものを

入れた。

　次紅多い項欝として，「擁等」「財政涯があげら

れるが，これは新潟票の．第86響衆議院第弱「豪

雪地國畏學校校舎綜雪費国庫補助ノ講顯」（婚鵜竿

基層騰蔭磐託，2舞§諺裸根，臨長・今成幸一升

騰名，紹介議員今成留之跡／，縁じく2縁5甦に採

捉された，第3鑓（翼長・笠尾佐闘碁欝名／，同第

3§2（村長・鐘藤棄吉／，譜第総3（軽蔑・溝内弘吉

外隠名／，瞬第3艇（簿轡長会長・閣濤愛吉／，溝3§5

（臨村長会長・五十嵐猿ぎ／，購366（鑓村長会長・

内藤久一郎1と，全く同じ内容の講顯によるもσ）

である。

　第総回は数戦麟，第8§懇は数戦後となるわけだ

が，簸も多い頬嚢がダその嚢凱であること，次に

比較的多いものとして，鴨等教官機縫」のゼ設置」

が挙げられること等，講額項目の構造に麗しての

違いはみられない。

　次1こ，項目の内容についてみる。たとえば，「高

等教育機幾ゴのヂ設置」についてみる．たとえば，

「高等教畜機1難藁の「設置雛については，第86魑

と第緯籔に同じ「工業專闘学校設置」がいわれて

いる。

　第総癈棄議銑第欝「鹿渥薦二工業専懇學校設置

ノ講額ゴ（婚襲駕鴛鴦27諺付託，農業，永覆良吉．

紹介議舞永逝喪1吉〉は，次のように主i叢する。

鍵來致海ハ鋳勝二理責二磯ハレテ，將來ヲ達饒

スル先見ノ鞘ガナイト思フノデア弓マス，縁故

二今醤マデ南九州二工業學校ガナイカ，曜政府

ハ地方ノ人が講顯デモ出ストソレニ蓉ハレル領

欝ガアルガ，政癖トシテハ鬱乎タル馨念ヲ以テ

捲導サレ，ニケレバナラヌト悪フ，瑛在麗璽ハ海

軍ノ工織モアルシ，航空基地トシテノ色々ナ関

係カラ，私ハ南九撰二高等專鰐ノ工業學校が必

要デアルト云フコトヲ窮實二感ズル者デア肇マ

ス，幾ノ意味工船キマシテ今欝飛行機が痩來ナ
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表隻　轡託丹麗講顯件数

第緬縁帝醤会議　　嬉艇～蕊

董蠣 ｝舞 2鍔 3舞　不鯛 合舞

貴族薩 書 2 § 鼻　　　2 垂

葉議醗 § 4 董 7　　玉§ 3蔭

繁総興奮灘会議　董擁5

　　　　i2得　不鯛　合曇

貫簾錠

舞議貌　　i3

第働獲雑会議　　i襲毒

碁貫 ？鴛 蓼羅 §丹 欝丹　不讐 合謙

壷厳貌 聾 曇 重 2
　≡
@E暮1　2

@｝

5

簾議貌 圭 窪 2奮 3
　｝

ﾞ　　i魯 57

第璽露帝羅会議　　鯵緬

　　　　玉絹　　隻胴長峯輯1台謙

鍛鉄跳

梁議醗

第毅罎帝盤会議　欝蕪～幹

i2舅　生月
　　亜

Q月　3舞
甲罷’

熬k

貴族鞍 軽　　　農 i　　　2 馨　　　薯

寒議鍵 至1　　轡
@｝

2多き 8　　i含@…
｝

表2　主鉢琴彗講鑛件致

教曹 畏麟塗露長 学塗 議畏 公吏 不鶏

貴譲貌 尋 玉 懸 軽 唇 聾 3

き轟

衆議齪 壷 警 き 惑 董 毒 i7

き警

衆議貌 奪 6 韓 昏 書 馨 7

饗譲幾 亙 魯 昏 脅 9 2 2

葺昏

衆議繋 圭尋 i　i 董 i i き 29

…
｝

窪董

衆議錠 2 癖 脅 巷 彗 台 3

貴縦続 亜 玉 昏 9
｛
｝ 査 毎

登宜

穣議齪　　毒 善 5 書 昏 春 i
　
7
｝

衰4　地嬢溺請額件数

紘灘遵棄靴 麗東 詫難 中羅
霞海i逝畿　　…

中醤 難蜜 え舞 不麗

鋳貴 i 　酵
ｬ

脅 韓 登

　！

a　　琶 駐 暮
〔
｝ 2

総葉 5 § i ？ 毒 至　　脅 毒 9 3 主雪

鋒衆 § 彗 圭 2 登 9　　毒 聾 昏 § 重

鱒貴 玉 酵 巷 聲 警

瞬
　
　
暮
　
；

韓 2 脅 2

§春衆 淫 i 翌5 4 辞 i　　4
@き

韓 2 玉玉 玉5

瓢案 亙 昏 聾 む 暮 書　　玉 馨 暮 彗 3

§2貴 2 書 i 彗 魯

　｝

y　静 昏 馨 辞 自

雛簾

@　巨

3 2 3 脅 毒
　匠

ｮ　轟 §
　
2
｝
≡

i 4

表3　項慕麟講顯欝・数

擁等 串等 轟等
教舞

{誠
実叢

舷会　　学綾教蕎

駄立 女子 麺鍛 魎覆 藤嘩念 設羅 昇箔 教轟 瞬害 掌科 復活 存鐙 移転 禁奢 その飽

貴簾醗 昏 魯 轟 亙 玉

斜
　
魯
　
｝

昏 圭 毒 韓
　甚

�堰@魯
@｝

i 毒 魯 魯 魯 喬 巷 駐 讐 2

婁各

衆議綻 呂 2 5 3 2

裂
　
　
童
　
｝

茎 2 7 i 2　　玉 7 彗 至 魯 酢 昏 § 暮 昏 亜3

8昏 衆議錠 董 書 ＄ 琶 辞
　芋

Q1　2 蒔 至 き 昏 4　　脅 走 魯 昏 魯 懸 暮 霞 董 § 亜

貴譲貌 巻 玉 2 脅 毒
　十

戟@　喬 轟 轟 魯 至 昏　　書 i i 辞 魯 魯 倉 昏 唇 魯 2

§魯

衆議駐 7 i3 童3 魯 i 瞬　毒 書 3 δ 玉3
7
1
　
3
　
ξ
　
E

i辞 き 昏 昏 玉 魯 書 至 酵 圭警

昏玉 衆議錠 亙 啓 静 玉 轟 管1　轟 i 音 2 亜

碁
　
　
昏
　
｝

§ 琶 2 i § 毒 昏 魯 昏 2

貴藪競 i 毒 互 葺 韓 音1　島 9 聾 圭 ｝
　｝

｢　　韓 魯 圭 玉 亜 春 書 § 9 § 軽

曾2 瞬
駿
… 至 脅 § 音 昏 工　　　i 轟 魯 玉 至 i　　　i 3 唾 昏 暮 2 昏 2 魯

世
畦

こオ赫の轟窪すべて魏ε～9璽膏醤議会講藤委翼会議録と隅難の帝撰議会藷瀬文警褒麺螺会図謙離令議会資料窒藪灘よ瞬乍戯たものであ観
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イ，コンナ恥ナコトガア婆マスカ，ヂビー」二九

ヲヤツ付ケルヤウナ飛行機方鐵來ナイ，甕ノダ

ラシナイ態ト云フノハ舞タルコトデア夢マス

カ，是ハ文部鴬蕎トシテモ，モウ少シ工業教育

ヲ專門的二，薩モ實際的ナ郷指導が足サナイト

思ウノデァサマス，

　第総穰衆議醜第器ド鹿羅毒二王業事跨學校設置

ノ講顯雛（雄蕊隼稔月5罎付託，紹介議員永懇褻吉／

では，次のようである。

麗麗毒ニハ丁度東洋二紗ケル海軍ノ曜一ノ根綾

地トシテ鍵來数奪ノ闘，数億灘が投ゼラレテ，

飛行場モ幾ツモアルシ，色々ナ航空工廠トカ各

種ノ航空上ノ海軍ノ施設ガナサレテ屡ツタノデ

アリマス，ソレが今度職事二敗ケタ結果，ソレ

ヲ鶴舞二平報産業二詩ツテ行カウカ，又ハ教育

上二之ヲ持ツテ行カウカト宏フコトハ，國トシ

テモ地方民トシテモ大キナ問題デアサマス，…

中略一

十九ノ工業專門撃校設置，是ハ率等程度ノ工業

學校ハ，毒ノ餐立ノ経螢デヤツテ居ル，是ハ工

廠ノ残物デヤツテ居ル，之ヲ専闘學校トシテ考

ヘテ貰ヒタイノデア亨マス，是ハ大羅半島一／二

字不羇3將來漢籍都毒ニシタイト云フ意味カラ，

無様ナ講顯ヲ致シタノデアサマス，要スル二筋

戦後ノ廃置トシテ，軍醒主義的二培ハレテ居タ

麗麗毒ヲ吾八手度ノ轄嘱ヲセシムルノハ教育二

依ルノデアリ，食糧ノ増進，科學教育，生産等

ノ藻穆カラ起チ上ル機醐ヲ設置シテ戴キタイト

笈フ熱望カラ以上ノ講腰が鐡タ鐸デアリマス，

これを見るかぎ参では，その遷露などよ讐もその

地域に学校を作肇たいだけのようにうけとれる。

教育上の必要性や遅念とはかけ難れた，地方名望

家のしたたかな学校誘致であることがうかがえ
る。

　また，「高等教育機関」の「設置ゴであるにもか

かわらず，それはすぐさま産業に結びついていた。

食糧増産のための第86繕衆議駝第稔ド鹿屋市二女

子農鉢専門學校設遷ノ講顯」（欝艇年㌶肩27欝付

託，農業・永蟹良吉，紹介議員永霧良吉／や第89

騒衆議銑第欝「鹿屋毒二農科大學校設立ノ講顯ゴ

（鎗蕊隼鎗月3藏慰託，紹介議員永蟹婁吉／など

がそれである。

ig勢奪3舞

　戦前の専聾学校教育慧ド披講」を重観し，戦時

下はその必要もあって，実業教育との藝驚のでき

ない内容となっている。そのことは後で運べる科

学教官とも麗達する開題であると思われる。

　次に「内容」について，第86獄衆議醜第欝蓬ヂ肝

付三酉隼戦史ヲ籔定教科書二繍纂ノ講藪」（欝45奪

3月238探検，紹介議員永蟹良吉／と，第齢蟹衆

議院第磁暇本歴史再嫁討二驕スル講顯」（鐙蕊年

鴛員i2嚢付託，農業・永鐙登良己，紹介議員永蟹

裏書〉を比較する。

　前者は以下のようである。

肝付氏ハ九翼五十鯨年繭大銭高熱籍本城二居住

シ，十六代三哲葎醍婁櫨嚢詳ノ肇地ヲ守サ，就

中吉瞥輓詩代ニハ吉野輕ノ為十代二欝三十九隼

間島津氏二野筑シテ悪戦苦縫シ，菰立憲籔ヲ全

ウシタサ，傷テ政購ハ其ノ韓業ヲ国定教科書二

載録シ，麟罠教育二資セラレタイト芸フノデア

ワマス，

後者では以下のように述べる

政府ハ欝本歴史ヲ再検1討シ，戦争ノミ二重灘ヲ

麗クコトナク學術嚢明等新繧本建設二必要ナル

史料ヲ癬瞭シテ之ヲ敢編セラレタシト養フノ

ガ，講顯ノ趣醤ニナツテ居ルノデアサマス，御

承知ノ通弓，我が醒ノ歴史ハ，眸蓉ノ「マッカ

ーサー」胃令離ノ指令ニモアツタ選び，齢サ戦

車好キナヤウナ黙二重難が置イテアル氣ガスル

ノデアサマス，子供ノオ簗辮デモ能クゴザイマ

ス醜太鄭ノ鬼ケ島纏伐〔二字不勢武カニ俵ツ

テ外地ノ宝ヲ取込ンデ來ルト云フヤウナコト

ハ，是ハ古キ考ヘデアツテ，二十億二近イ琶界

ノ民衆ト共二手ヲトッテ，1欝來世界ノ平穣ヲ樂

シムト貴フ灘カラ晃マスルト，盤渉欝本人ノ考

へが蜀善的デアッタト嚢フコトハ，今度ノ職畢

ノ敗羅ノ結果二見テモ聡カデア》マス

　戦後すぐに軍馨主義は否定されるが，天皇の戦

争責任や天皇講それ自体については決して問われ

ることがない。戦後の民主主義は，戦前の思想の

廼長上に受入れられるのである。

　「女子」教育については，第8§懇貴薮院第22「詫

海道第二麟範攣校二女子藻設置ノ件」（欝菊年i鳶

3娠付託，登壌良作，紹介議員栗躰徳一〉，第鋳謡
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衆議院第33「北海道第二練範學校二女子部設遷ノ

件」（鎗45年i欝2懸付託，函館市長・登坂良馨磐

難名，紹介議員大島寅吉，真藤篠太鄭，渡辺泰邦〉，

第総懇衆議院第鎗「鹿屋毒二女子農躰専門攣校設

置ノ講顯豆欝麟年稔弩27覆轡託，農業・永蟹良吉，

紹介議員永襲良吉／，第89甕衆議駝第2r麗麗霧二

女子翼綬専門學校設置ノ講顯」（i鱗5年㌶鴛5羅付

託，紹介議員永蟹良吉／と，のべ逢件ほど鐵てい

る。

　第総懇衆議院第33は次のように述べる。

我が詫海道ヰ於ケル國戻學校織曇綴織ノ獣溌ヲ

見マスルノニ，時局ノ推移二伸ヒ男子職員ノ不

足二舞スル補充ハ極度二園難ヲ簾へ菜婆，之二

代替スル無資賂女子教職員ハ激増ノー途ヲ辿ル

ノ已ヲ得ザル賦慧ニア婆マス，紹和十九年度擁

頭二於テ饒二女子職員ハ全員ノ六畜ノ多キ二連

シシ更二騒ヲ遂フテ上昇率ヲ示シツ｝アルノデ

ア夢マス，簸ウナ婆マスト彼等女子二繋スル藍

則ノ麟範教畜機繭ヲ急速二旗売強イヒシ，其ノ質

的陶土1ヲ麟ルハ緊急ノ要事ナ夢トシ，

　これらは籔兵による人員不建を補うものであっ

た。

　戦後の第器璽衆議続第璽も以下のように女子の

権麟の発意からのものとはいえなかった。

理工鐘紡ノ桑園が千八蓉郷歩モアッタ，ソレが

殆ド今ハ荒レテ居婆マス，難ウ嚢フ意味デ麗麗

毒二八ドウシテモ今後女子が奮起セネバナラ
ヌ，

　淫§したいものに，第86衆議魏第2§6「教育ノ根

本義再検討ノ講顯」（i鱗5奪3月23馨採択，教瞬・

瀧澤遜郎，紹介議員壌棄幸太郎〉がある。これは，

i鱗§隼2月9羅に出された戦錠中の講顯である。

　紹介議員の坂東幸太郎は次のように説明する。

現在ノ職事が嬉侮ナル彫工依渉テ終局スルニセ

ヨ，我が醗ノ教育ハ根本的再検討ヲ簾フル必要

アルコトハ一般二認ムル所デア婆マス，瞬ヨリ

職事ノ結集ハ鰹籔ハ鐵来マセヌガ，傍シ繕レニ

セヨ現在ノ實猜ヲ以テスレバ，麓ノ量界的大試

煉二打突カツテ見マスト，科學的教育ノ不建二

敏ノレ軍事上，纏濟上ノ不利益ハ覆フコトノ鐵来

ナイ實二悲シムベキ不合建簿事實ト饗ハザルヲ

得ナイノデアサマス，其ノ飽凡ユル難カラ見テ

我が國ノ教育ハ溝極的デアリ，唯我欝尊的デア

リ，島國的デアリ，又神秘的デアリ過ギタコト

ハドウシテモ争フコトノ轟来ナイ現實デア蓼マ

ス

　また，今井政府委員はそれについて次のよう1こ

遽べる。

教育ノ擾本義再検討ト云フコトニ磐テ，私共時

代ノ攣遷ト共二構嘗検討スベキモノガアルト考

ヘマシテ，最近二於テモ鍵来法文系二重キヲ置

イタ教育ガ，段々蓬科系二轄海スルト云フヤウ

ナ勲モ是ハ見逃スコトノ鐵來ナイーツノ根本方

錯が攣ツテ來テ，今繕介者ノ書ハレマシタヤウ

ナ現ハレダト思ヒマス，簿分霧一驚ト時局が攣

遷致シマシテ，其ノ為二根本的ナ方斜ヲ今立テ

ルコト云フコトが葬常二蟹難ナ獣溌ニアリマス

ガ，幽ノ戦局ノ下工船テハ随碍政府ノ施策二顯

癒致シマシテ，教育ノ方舞ヲ改メテ行カナケレ

バナラヌト考ヘテ居サマス

　戦蒔下において，専門学校等は次々に工業など

の遜科系の学校紅転換された。しかしそれでも十

分ではなかった。科学教育の不建を1敦戦の一瞬と

してとらえる考え方は，戦後の教育観へとつなが

っている。戦後いち早く文藻省が科学教官局を新

設し，「新嚢本建設ノ教育方舞」の申で「科学的思

考力を養う3ことの必要を説いたのもここに趨点

があると考えられる。

　以上のように，致戦痩後の教育要求は，その購

造の上からも内容からも戦藩と縛等変わるところ

がなかったといえる。

　戦中幾£科学教育への號嚢がなされ，戦後すぐ

軍馨主義の否定がなされたが，それらと教育勅語

との関係については意識化されることがなかっ
た。

　戦時中に必要とされた専門学校教育は，戦後も

復興のため重規された。政治的必要からの功琴彗的

教官要求である。そこには，馨益を第茎とする戦

蔚の考え方が賑々と流れておむ，したがって露甕

醸人の権薦椎記蝿しては総じて無蟹1糞であった。

②第鱒～競醗帝醗議会
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　米国教畜硬簾懸報善書をもとに異体的な酸革が

模索された蒔窮である。特に憲法舗定議会といわ

れる第鱒蟹帝蟹議会は，根強い影響力を持つ教奢

麟語の払拭を背景に籍照の懸纏観の混産する多彩

な請願の鐵さ轟たときである。

　なかでも「中等教育」の『凝度」に関する講鑛

が貴蕨院と衆議醗あわせて鑓件中難件と数多く出

されている。

　これらの請籐に共選していることは，第鱒蟹衆

議銑第緯2「學麟改革二縫スル講顯」（茎鱗6隼7月

i頒付託，木轡チヨ外4名，紹介議員木村チヨ／

に遊べられている通塗である。

るが，中等教育は複線のままで闘敷とはいえない。

　羨遮の文書表第3艦号に鰐する長野政瞬委轟の

露答は次のようである。

必ズシモ中等攣校ヲ卒業シタ考ト青年學校ヲ卒

業シタ者トガ溝ジ高等攣校乃至專賜學校二入学

セズトモ宣シイ，離チ中學校讐ハ溺鮎致シマシ

テ，青黛學校ノ卒業生が進攣スベキ高等學校，

專闘學校歎ウ云フモノヲ特設シテ，サウシテ青

隼攣校ノ卒業生ノ多籔が上縁學校二進攣ヲ得ル

途ト，其ノ跨ヲ開クコトモ亦参考案トシテ考薩

スベキ漸ハナイカ

特二男女勤勢大衆毒隼教育二重鮎ヲ置キ麟裟教

育ノ亜系トシ，又教鷺ノ機會均等ヲ露ル為メ進

撃簿饗駿ヲ撤磯スルヤウ學簿1ヲ改革シ，児童ノミ

ナラズ青隼ニモ就攣ノ義務ヲ課シ

　つまり，これまで軽観されてきた大多数の勤労

膏奪の教育を正系とすること，進学機会の均等，

青年の就学義務である。

　しかし，中には舗石：改革につ魏て異体的に触れ

ているものもあるので歩その内容を検討する。

　第鱒翻衆議院第3騒「青奪攣校調度改進ノ講顯」

（i襲§隼7月欝甕付託，青隼學校長・大醗又蔵飽

2名，紹介議員小鱗原政叢，武石鱈之跡／は，次

のような案を示した。

嚢本ノ將来ノ行ク途ハ買主主義ノ教官デナケレ

バナラヌ，機會均等ノ徹底シタモノデナケレバ

ナラヌ，聡在ノ青隼學校卜護フモノハドウモ面

白クナイカラ，公蔑學校卜云フモノニ改メテ，

其ノ隼醸ヲ六奪ト致シ，麟簸三年後覇王隼トシ

テ，サウシテ前難3隼ヲ義務講ニシテ戴キ，後

ノ3奪ハ，之ヲ卒業致シマスト中等學較ト瞬ジ

程度ノ實習科ヲ修メタモノトシテ，上級ノ方二

行ケルヤウニ，類ウ云フ風三差驚待遇ガナイヤ

ウニシテ戴キタイト云フ講顯ノ趣讐デア琴マス

　第鱒癒貴1薄…院第28「青隼學校叢藝度ノ改革二驕ス

ル件」（鴛46隼8月i霞繕託，青卑學校長・大懇又

蔵飽2名，紹介議員板谷纒翻も霧様の内容であ
る。

　6・3鰹の義務教育，機会均等にして，高等教

春機縫への進学をさまたげないことがいわれてい

　第鱒轡康議饒第欝劉園長學校ヲ9籔年義霧翻ト

スル教蕎調度確立ノ講額」（欝鯵隼8擁6蒙付託．

麟蔑學校長・勢島常次蔀，紹介議員小絹猿政｛君）

は溝蓉の第5麗，灘3，5縫，5暮§と一一揺して審議さ

れた。その内容は，次のようである。

近漿國異教畜舗獲：ノ改革案トシマシテ，麟甕學

校ヲ窮等科六年iニテ打切ツテ，高等科ヲ簸シ，

3籔隼ノ義務教畜翻二依ル中学校又ハ是ト欝等

ノ公民學校ヲ設ケ，蟻ハ現姦ノ青隼學校ヲ中等

程度ノ公罠攣校トシ，国民学校高等科ヲ之二吸

収スルコトヲ主1張スル者アルモ，是等ハ現在ノ

駿清又ハ纒費，設輪等ノ離係ヨサシテ實行饗難

ニシテ，昼ツ過去ノ経験二1一字不題！シ賛成

シ難キ灘アルノニ反シ，麟鋭學校教育ノ纏充ハ，

全購的二輪時實行可能デア琴マシテ，畳ツ最モ

効果が挙ル賢弱ノ策ナ夢ト思フノデアワマスカ

ラ，速カニ公立国民學校ハ9籔隼ノ義務舗トセ

ラレタイト云フノデア婆マス

　これは墜屡的な中等教育の問題に薄し全く無策

であ参，軽撹されてきた大衆青年の教育に騒甕学

校の拡充をもって対難しようとする，単なる蟹裟

学校蕩等科存続案に過ぎない。

　学校体系複線型の発想が根強く残っており，米

蟹教畜使籔懸の報告霧が鐵されているのにもかか

わらず中等，高等教育の一般霧彗放の意識はなかっ

たようである。

　したがって，新しい「中等教育」の「内容」も

第弱穰棄議醗第5鎗ヂ青隼學較ノ舗度董教員ノ待遇

改妻二離スル講顯3（欝蕗奪8欝9嚢付託，青隼學

校長・寺懸徳興外銀名，紹介議員溝澤俊英／の醤
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姦政癒委員の答弁にもあるように普選教育よ撃も

直接に役立つ職業教奮に重みが麗かれる。

青年學校ハ大盤二紗テ公疑ノ教畜ヲ授ケル所デ

ナケレバナラナイト云フコトト，瞬時二産業ノ

復興ノ為二後：二立ツ職業的ニモ獲i立シ得ルヤウ

ナ職業教育モ毒禦豪シナケレバナラナイ・…中舞各…

綴來ノ學校教育が窪々ニシテ文學二始マ夢書籍

二終ルヤウナサウ云フ學簡ノ内容デナクシテ，

勿論文筆モ書物モ必要デア婆マスケレドモ，其

ノ飽ノ燈豊験ト勤螢トノお鑓表サレタヤウナ學校デ

アリタイト悪、ッテ居サマス

　これは，醜こ述べた複線型の発想からくるもの

であると思われる。　こういつた餐嚢晦は，1箋遠の渓

間の教育改革案と購様のものである。

　もう一一つ見られる特籔隷，「高等教奮機縫3の「設

置盛の増撫である。

　「産業麗発ゴのための，第§2翻衆議院第M7「鹿

児島縣に運農科大学設立の講顯」（欝蔀葎3霧248

付託，紹介議賃井上知治〉がいわ載るなど，専門

的な高等教育による経済復興，特にその教育機関

を置く地域の復興が歩意図されていたと思われる。

教奮の発展がそのまま地域の復興につながると意

識されていたと考えられる。

　たとえば，懸蟹では香羅の第鱒騒貴族続第7び齷

齷総合大學設麗二驕スル件」（醗§隼鰐7燐寸

託．公吏・舎鐙健吉，紹介議員松浦績吾／乙愛

媛の第騰璽衆議院第52奮松霞幕二騒國総合大學設

置ノ講顯メ雄蕊隼8簿7馨縁託，騒鐙進，紹介議

餐葎溺秋〉とで大学の取り合いが晃られる。

　ほかに塔撫がめだつのは，「盲嚢」などの鐘霧笛

の教育霧藝新の請懸嚢である。

　第§2璽貴族院第欝「盲及ビ聾璽教畜ノ麟新二繭

スル件3難儀7隼2月2帽付託，蒙本意教育会長・

片鐵舞，紹介議員漂泰一）では次の7点が要警と

して挙げられた。

第礁銀ま紹和二十二奪度から毒及び聾唖攣齢児

童の就學義蕩麟を実蔑して嚢ひたいと云ふこと

が第一であ撃ます，次は書及び聾唖撃校，詰鬱

蒼と聾覆．薩の露方の學校を分けて貰ひたいと

云ふことが第二黙であります，第三は憲及び聾

唖學校の教塁養成機魏を整欝鑛充して貰ひた

い，是が三であります，次は同じく蒼及び聾唖

學校の教賛の給料を霞癒の負捲にして貰ひたい

と雲譲、灘，第五は同じく書及び聾唖の攣齢髭童

の學資を國が支給するやうにして貰ひたいと云

ふことであります，第六黙は盲及び聾唖攣校の

教科霧を國が鐵叛をして戴きたい，最後に第七

跳と致しましては，今迄載災で焼けて繕参ます

盲及び聾遜學較を醸費を以て復薔して貰麺た

い，以ま二の七黙が主要鮎でございます。

　権利の主張というにはあま吟にその権孝1鐘堂を意

識していない面も，次ぎの文面からはうかがえる。

是等の子供は成る程身駿的鉄隆ではありまずけ

れども，教育を致しませば一人前になりまする

ので，之を始めから無能力者として教育の義務

を免録する讐劉籔をすると云ふことは，鷲憲法

の精華戦こも反すると云ふやうな黙に鑑みまし

て，さうした児童にどうか是からは就學の義務

を課して戴きたいと置ふことになるのでありま

す。

　しかし，これ濾これまで顧みられることのなか

った瞳害児の教育を受ける機会の均等の主張であ

る。

　第蟹繕衆議銑第縛「壼及聾教育麟新二縫スル諸

腰」（i鱗6奪毘月鴛籔樗託，霞本蓄教育会長・片雲

昇外墨名，紹介議員山口好一／にも同様のことが

いえる。

　講じように，ド女子教奮」についても機会均等の

主1張が晃られる。

　第鱒凝衆議院第85経営立綜合女子大學設立ノ講

顯」（i鱗§奪9湾3欝付託．竹穣蕎子，紹介議員大

橋喜美）に対する獲中局務大臣の答弁では，「轟等

學校二村キマシテハ，飽ノ専門學校トハ違ッテ，

溝ホ共学ト云フコトニハ癖究ヲ要スル」とあるも

のの，第鱗露衆議院第瀦額女子教育ノ籔本方鎌確

立二購スル講顯雌（欝蕊隼8罵5譲付託，会縫員・

権原税太鄭，紹介議員板菜幸太郎／のなかで嚢高

政癒委曇は次のように述べている。

沼本ノ女子教官ト云フモノが男子二化ベテ程度

が抵カッタコトハ事實デア》マシテ，今後女子

ニモ参政権が輿ヘラレ，髄テ政治土ニモ，羅書

止ニモ女子ノ甥簸が大キナ作罵ヲ致スノデアリ

マスカラシテ，女子ノ教育，殊二高等ノ教奮二
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　これらは米麟教育使締懸報告書の影響を受けた

ものであると推灘され，羅罪はあるにせよ，教育

の機会均等という戦後の懸盤観の変化の一つでは

ある。

　比較的多く晃られる項鑓に「裡会教育」がある。

第麗懇衆議號第唾「新憲法の糖紳徹底に関する講

腰」（鎗妬年鴛鍔28嚢鍾託，会栓員・梅療鋭太郎，

紹介議員坂東幸太郎）は，ド新憲法を璽蔑に鰐知せ

しめ，その精薄を徹底せしめることゴを主張する。

　これに醸らず国艮の，特に青少年の思慧蕃導に

関する諸腰は多い。

　蟹の復興のため，また不良化の隣藍のため渓主

主義を教育によ塗徹底するという考えは軍馨主義

を民主主義に変えただけで，その教育の中央集権

的システムは不変のものである。「教育すれば簿で

もできる」と叢う命題は戦蒔下において証明され

たことであった。

　以上のように，かつて戦争に勝つために一丸と

なった羅畏は，戦後は蟹の復興のためにまた一丸

になろうとし，そのよ箏どころを求めている。か

かげるスローガンは変わっても，中央集権的な教

春のシステムは変わることなく，弱まることもな

かったと思われる。

　戦麟の運念を引きずったまま戦後の改革は行わ

れている。平秘憲法紅よって捨てなければならな

かった武器の代わ御こ蟹家の再建が教育に難待さ

れるよう毒こなる。

　教育の力は麟にも述べたように戦蕎輪こおいて実

証されてお参，また教育による纒人の発展が地域

や瞬の発展と矛驕しないとされていた蒔代でもあ

った。したがって社会と懸人の瀦害の表屡におけ

る一致が，一麟教育に対する難待を撫熱させたの

だと思われる。

　「青隼学校教薄霧度麟新二麗スル件」（蜜豆教

育醗究霧蔵／，象案は学校教官穏青少奪教育謙で

通肩欝醸起案，5月3露盤けの文書で，その後

継燭紅国難寸したようである。

（婚　樽禽実譲窟アメ夢力教畜｛吏籔蟹幸襲告書謹（講談

　社学術文康，聡穂騒年i縁驚印鋳頁
（51宮原誠一継ぎ資料繧本現代教育史i　i蟹5～

　5鞠（三省堂，i§74隼）鱒頁

1§｝鳶賀三二文書（蟹立教竃醗究鱗教畜史料講査

　室蔵／

　　この文書の作成霞は特定できないが，文中の

　「あたかも3湾5露には勅語を捧して民主欝本

　建設の基盤たるべき新憲法の草案は示され，化

　又3需7嚢からはマ元蠹毒に撰講せられたる米国

　教畜使簾毯の活動は騰姥せられた。」より，7暴

　鉄降であると考えられる。

　　なお，毒塚譲雄野新講中学校繊立史観究磨（墾

　治醒書，i§78隼9簿）i56頁1こよると隼熟案は地

　に罫全蟹膏隼学校教員会類饗露WS譲臨7（ヂ学

　校舗穫改革に臠する件」／とド青隼教奮遜麟鞍骨

　｛「学譲1靉靆酸！華1私見」〉とに掲載され．ていると

　のことであるが，筆者はまだ見ておらず，ここ

　では，鳶饗宛の文書についてのみ遜べることに

　する。

纏綴91有賀三二文書（蟹立教膏醗究新教脊史料

　講査宝蔵〉

鑓織／蕪沢英典「わが馨における6・3・3・淫

　講学校譲渡成立の経緯」（繊蔵大学人文学会雑

　詩調第欝巻1第2号，臆88奪1）申の戸裏嚢文書より

　崇濡した。

　この論文は，斎藤友美枝の修士課程における藩

究の一環として，謂欝貴史教官の指導の下に執筆

したものである。

繊　鈴木英一編奮資料教畜基本法論集壽（学醗書瘍，

　婚73隼8羅i馨〉78糞
（2〉　　置近代露本教鳶霧望度虫拳尋壽　第i8巻，　5奪6峯署

騰　有責三二文書（獲立教欝欝究漸教育「史料講査

　室蔵／

　　｛乍威力ξ葬ま不獲1であるが，臆護6葺三嘆還欝醤の

　癬読売新鷺選で鞭道されていることからシ少な

　くともそれ．以羨であろうと思われる。なお，紳

　新線本堤代数青史毒（第一法規，瞬秘麺年縫目

　25鋤273頁1こは以下のような記遠がある。


